
●
解
題
　
大
槻
和
夫
先
生
　
-
　
Ⅵ

作
文
教
育
論

は
じ
め
に

大
槻
和
夫
先
生
の
国
語
教

育
論
の
う
ち
'
「
作
文
教
育
」
に
関
す
る
論
考
は
、

三
つ
の
ま
と
ま
り
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
つ
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
は
、
東
独

時
代
か
ら
統
一
ド
イ
ツ
へ
か
け
て
の
「
ド
イ
ツ
の

作
文
教
育
」
　
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
あ
と
の

二
つ
は
'
わ
が
国
の
作
文
教
育
に
関
す
る
も
の
で
'

1
　
つ
は
1
般
の
作
文
教
育
論
で
あ
り
へ
　
い
ま
1
つ

は
読
苔
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け
る
「
選
評
」

を
通
し
て
の
論
考
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
の
作
文
教
育
」
研
究
か
ら

「
ド
イ
ツ
の
作
文
教
育
」
　
に
つ
い
て
の
論
考
群
で

最
も
詳
細
な
も
の
は
'
「
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
(
莱

独
)
の
作
文
教
育
」
　
(
c
o
l
　
で
あ
る
。
1
九
六
五
年
時

点
の
東
独
の
も
の
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の

冒
頭
に
記
さ
れ
た
考
察
の
姿
勢
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
'
こ
れ
は
へ
大
槻
和
夫
先
生
の
以
後
の

学
問
を
買
く
根
本
精
神
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
国
の
作
文
教
育
を
全
面
的
に
正
し
-
と

ら
え
る
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の

全
教
育
体
系
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

兵
庫
教
育
大
学
　
中
　
例
　
正
　
尭

と
か
ら
は
じ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
O

右
の
論
考
に
先
行
し
て
'
ド
イ
ツ
国
語
教
育
史

の
論
考
群
t
o
o
・
o
>
*
a
^
*
c
j
i
J
　
が
あ
り
、
「
全

教
育
体
系
」
を
適
時
的
に
も
お
さ
え
よ
う
と
し
て

お
り
へ
　
こ
こ
に
、
壮
大
な
比
較
国
語
教
育
の
研
究

構
想
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
へ
　
こ
の
面
の
論
考
を
、
略
称
に
よ
っ
て
列
挙

す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
。
(
　
)
　
内
は
'
著

述
目
録
の
通
し
番
号
。

-
「
中
等
学
校
作
文
教
育
」
　
(
f
e
)

2
「
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
作
文
教
育
」

3
「
東
独
の
作
文
教
育
」

4
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
理
」
(
」
・
-
-
)

5
「
表
現
指
導
」
　
(
」
=
・
サ
)

6
「
議
論
文
作
文
の
指
導
」
　
f
t
r
-
.
C
O
)

7
「
言
語
教
育
課
程
の
改
革
」
　
　
・
S
)

8
「
言
語
教
育
改
革
の
事
例
」

9
「
体
系
的
系
統
的
な
作
文
指
導
」
(
」
・
ォ
)

1
0
「
示
唆
に
富
む
議
論
文
指
導
」
　
(
S
3
-
-
*
)

1
1
「
欧
米
に
お
け
る
作
文
指
導
」
　
(
S
)

I
は
、
一
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
の
作
文
教
育
論

の
概
観
(
伝
統
の
把
握
)
　
で
あ
る
。

2
が
先
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
り
、
3
と
は
同
じ

論
考
名
で
あ
る
が
、
略
称
で
は
区
別
し
た
。
こ
の

二
つ
の
論
考
は
、
1
九
六
五
年
の
「
統
1
的
社
会

主
義
教
育
制
度
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び
へ
　
こ
の

法
律
に
基
づ
-
「
学
習
指
導
要
領
」
を
対
象
に
'

「
十
年
制
学
校
」
　
に
お
け
る
作
文
教
育
の
内
容
・

方
法
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
言
語
教
育
」
と
し
て
の
「
書
き
方
」
「
正
書

法
」
「
文
法
」
「
表
現
」
の
構
造
の
中
に
'
作
文
教

育
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
「
表
現
」
は
、
「
物

語
る
こ
と
」
「
述
べ
る
こ
と
」
「
実
用
文
」
「
報
告
」

(
記
事
文
)
「
議
論
」
と
い
う
ふ
う
に
'
学
年
を

迫
っ
て
順
次
進
め
ら
れ
て
い
-
こ
と
が
わ
か
る
。

「
社
会
生
活
を
営
む
上
で
意
味
の
あ
る
問
題
に
つ

い
て
、
目
的
や
対
象
に
ふ
さ
わ
し
い
'
文
法
的
に

も
正
吉
的
に
も
正
し
い
文
章
表
現
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
能
力
を
育
て
る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
整
然
と
組
織
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

4
は
'
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
言
語
教
育
が
い

か
な
る
理
論
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
を
'
一
九
七
〇

年
代
の
理
論
告
に
よ
っ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
根
本
原
理
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
理
」

で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
同
時
に
へ
全
教
科
の
教
授

学
的
原
理
で
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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5
は
、
4
と
同
じ
-
1
九
七
〇
年
代
の
国
語
教

育
方
法
学
の
書
に
よ
っ
て
、
表
現
指
導
を
　
(
と
く

に
文
種
の
側
面
か
ら
掘
り
下
げ
て
)
　
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
「
叙
事
」
「
説
明
」
「
記
事
」
「
議
論
」

「
実
用
形
式
」
を
柱
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
も
'
言
語
と
認
識
の
結
び
つ
き
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
と
い
う
言
語
観
に
立
っ
て
新
し

-
理
論
化
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

6
も
う
　
学
習
指
導
要
倍
と
1
九
七
〇
年
代
の
書

に
よ
っ
て
へ
　
高
学
年
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
議
論

文
作
文
の
指
導
を
取
り
立
て
て
詳
し
-
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
文
種
は
'
1
0
に
お
い
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
察
対
象
は
1
九
八
四
年
の

学
習
指
導
要
領
へ
授
業
書
お
よ
び
教
科
書
で
あ
る
。

7
と
8
は
'
一
九
八
六
年
に
移
行
が
完
了
し
た

新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
へ
　
そ
の
改
訂
の
重
点

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
話
言
葉
と
書

き
言
葉
に
よ
る
表
現
」
や
「
説
明
的
文
章
の
理
解
」

の
強
化
'
「
(
受
容
能
力
)
と
(
表
現
能
力
)
　
の
関

連
」
や
「
各
領
域
と
文
法
・
正
書
法
と
の
関
連
」

の
強
調
な
ど
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
8
で
は
'

新
領
域
で
あ
る
「
説
明
文
教
材
の
理
解
」
を
取
り

立
て
て
考
察
し
て
い
る
。

9
で
は
'
5
で
指
摘
し
た
文
種
の
う
ち
、
「
叙

事
」
に
あ
た
る
「
体
験
を
物
語
る
叙
述
(
体
験
作

文
)
」
　
の
事
例
を
取
り
上
げ
つ
つ
へ
　
作
文
指
導
全

体
と
し
て
の
体
系
性
系
統
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

1
 
1
に
は
、
右
の
体
験
作
文
に
か
か
わ
り
が
深
い
と
思

わ
れ
る
「
主
観
的
傾
向
」
「
社
交
性
」
な
ど
、
1
九
八
〇
年

代
の
理
論
的
動
向
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
'
興
味
深
い
。

以
上
の
よ
う
に
も
一
九
六
〇
年
代
へ
一
九
七
〇

年
代
へ
一
九
八
〇
年
代
に
わ
た
っ
て
、
東
独
時
代

か
ら
統
一
ド
イ
ツ
へ
か
け
て
の
作
文
教
育
の
歩
み

が
構
造
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
比
較
国
語
教

育
の
研
究
姿
勢
、
研
究
方
法
論
等
と
あ
わ
せ
て
'

学
ば
せ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
が
多
い
。

わ
が
国
の
作
文
教
育
へ
の
発
言

般
の
作
文
教
育
論
は
、
大
槻
和
夫
先
生
が
主
に
雑
誌

な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
論
考
群
で
あ
る
。

16 15 14 13 12

「
な
ぜ
雷
か
せ
る
の
か
」
　
(
S
)

「
関
連
指
導
の
あ
り
方
」
　
(
-
)

「
作
文
意
欲
を
育
て
る
基
本
」
　
(
m
)

「
『
は
め
て
育
て
る
』
た
め
の
基
本
」
　
(
別
)

「
作
文
の
授
業
」
　
(
8
)

1
2
に
は
、
次
の
よ
う
な
端
的
な
論
述
が
あ
る
。

「
な
ぜ
容
か
せ
る
の
か
。
」
-
そ
れ
は
'
な

に
よ
り
も
ま
ず
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
諸
能

力
を
開
発
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
や
社

会
や
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
正
し

く
豊
か
な
見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方
を
育
て

た
い
か
ら
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
観
察
力
・

想
像
力
・
思
考
力
な
ど
の
認
識
諸
能
力
を
育

て
た
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
基
本
の
考
え
方
を
貫
き
つ
つ
、
1
4
で
は
'

「
書
-
に
値
す
る
こ
と
」
　
の
開
発
へ
　
「
相
手
と
め

あ
て
」
　
の
明
確
化
、
「
思
考
の
発
展
」
　
の
促
し
'

「
評
価
」
の
個
別
化
を
論
じ
て
い
る
。

1
5
に
は
、
七
つ
の
着
眼
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
「
目
や
耳
や
心
の
は
た
ら
か
せ
方
」

二
　
「
取
材
の
し
方
」

三
　
「
思
考
の
は
た
ら
か
せ
方
」

四
「
そ
の
人
ら
し
い
、
い
い
考
え
方
、
感
じ
方
、

驚
き
や
発
見
」

五
「
書
こ
う
と
し
た
も
の
ご
と
の
ね
う
ち
」

六
「
表
現
の
し
か
た
」

七
「
表
記
の
し
か
た
」

で
あ
る
。
こ
う
し
た
周
到
な
目
配
り
は
、
平
成
二

年
度
か
ら
平
成
一
〇
年
度
に
及
ぶ
毎
回
の
読
書
感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
評
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
O
対
象
が
「
古
物
」
　
で
あ
る
こ
と
の
条
件
か
ら

-
る
も
の
は
あ
る
に
し
て
も
'
1
2
で
述
べ
ら
れ
た

基
本
的
な
考
え
方
、
1
5
で
述
べ
ら
れ
た
着
眼
点
等

は
う
一
貫
し
て
い
て
ゆ
る
ぎ
な
い
。

85

お
わ
り
に

以
上
の
実
践
的
な
作
文
教

育
論
の
根
底
に
は
'
ド
イ
ツ
の
作
文
教
育
か
ら
の

知
見
と
わ
が
国
の
生
活
綴
方
の
伝
統
が
生
き
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。




